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震貰〇蒙鯛書生かしに糟賃鬱宣盪の”.,.亨--拿-三-記鼻に

神戸市長選挙告示まで、一ヶ月を切りました。予想外に多くの候補者が、すでに立

候補の名乗りを挙げています。一見分かりにくいよ．うですが、「震災の教訓を生かす」

ということではっきり見極める点があります。それは、〔いかに被災者、弱者の視点

に立った政策を立てているか、そしてその政策で一致できる多くの市民，団体、政党と

いっしょに行動できるか、つまり、排除しないでまとまっていけるか〕です。

一霙でeo諏とれ臥震賃籍の復興0過糧で恰っeヽIしてe鬱した。屠神濃路＊
霞 0轍鯛書輩かした政鷺書疇している菖曇がい鬱す。鳥取畢謳瓢鍮震でとの復興
に銹賽しに鼻竃県知事片山書縛氏です。注目のとの響轄警3点に鬱とめて計鬱した。
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9 •檀賃奮が鍮鑢に住計饒けること書量重機。
被災住宅の再建に一律 300万円支給・・・全半壊など、被災の程度を問わず、［地
域に住み続ける意志の有無だけ］を条件に一律支給。「行政がすべき事は、地域

,@.- の絆を守る施策である。」と名言。被災後こ直ちに知事自ら現場に駆けつけ被
災者の声を直接聞いた結果出た結輪だっtーのです。

寃 2•r.Aの住誓暉蛉坦蝉が高る」臼躙’°
と＼▼ ． 「住宅支援に手をつけなければ、道路や崖崩れを直しても、人が住まなくなる」
4'4唸 として、住宅再建に公的資金を初めて投入し注目されました。政府からの反

発も覚悟で行った、とされています。片山知事は、「自治体首長の理解と見識、
判断の大事さ」を言い、「地方分権の時代、自治体の意向に沿って国は援助す
べきである」とし、住民を大切にする首長を選ぶ視点の大切さが伺われます。

3・鰤砥曰四公印m翻膚こ。
「ダム建設を予定していたか、それを中止する事で、思い切った施策が取れた。
仮設住宅建設が少なく済んだので、その費用が削減され、その分が財政支
援になった。」・・・大震災では、道路建設と高層化中心の復興都市計画を強

行するために、地元から離れたところに多くの仮設住宅が建設されました。
その費用は、建設費と解体費用など、1戸に付き 500万以上かかったとされ
ています。その結果、元に帰れない被災者を多く生みました。被災者が求
める支援を行わず、その上被災まもなく［神戸空港］着工を宣言した市長
の姿勢とはあまりにも大きな違いです。

以上3点の姿勢を実現する事は、神戸の場合、これまでの開発重視の街づくりから、
このたびの「国連の勧告」に従って「弱者救済の福祉充実施策」に切り替えること

を意味するのではないでしょうか。片山氏は、役人は「人の役に立つ人」のことで、
「役所」は、「人の役に立つ所」でなければならない、と強調。そのような「市民に役

立つ候補者」を見極め、市罠0ため0市曇書市罠0手で遍びにいもAt!..

金轍神戸市鬱麗員艤合が、子とも濃、市艮咬金とを心警偏緯するにめに、

隣 喜_守＃宝＇？． oP?？芦9:ぶめられているのが、
教育現場でのゆとりとふれあいです。そのための緊急課題です。

.. :. ． ② ［神戸空港の工事凍結］…「神戸空港」は、大型開発の無駄遣い、環境

召青③1;::江°」:；訂．？霊門閂::~累、アメリカが「戦
争」を想定した報復活動を行う危険性が高まっています。市民の安全を

保障する重要な約束事として、神戸港に「核搭載艦船」入港拒否のこの
「方式」を是非守り続ける姿勢を求めます。
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これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避薙所になった神戸の学校現湯から全国へ

•• 
全徴神戸市教職員継合「絆編集係」

神戸市中央区下山手逼

4 • 13•9中尾ビル3F

TEl-078-391-7508 

FAJ..・-078-391-8549 

〒蚤込口座蓄号01170-7-29732

篇9.9号

国連a屯「社会権零員会]U1か、
B＊政府ヘn「補災者支撮」〇勧告99
震災 6年半を経て、被災者の代表団（絆 18号で既報）数名は、今夏スイスで開か

れた国連社会権委員会に、その後の経過、実態を訴えに行きました。その結果下記の

ような「勧告」が日本政府に出されたので報告いたします。（兵庫民報9月9日号より）
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震災で多くのものを失い、 6年半経った今もその復興の格差が広がり、子ども達の

目が曇りがちな現実です。でもその中で、被災者の無念な思いを束ねて国連へ訴えた

行動は、子ども達に希望を与えるものであると、次の点で確認したいものです。

それは、確実に震災の教訓を受け継ぎ、二度と「人災」にしない人々の知恵が育っ

ている、そして自然からの大きなしっぺ返しが子ども達の未来に来ないように、世界

の人々は、民族、宗教、人種、思想の違い、国境を超えて、人間としての心が通じ合

えるグローバルで確かな「思いやりの心」を育てる努力をしていると。そして、その「勧

告」の中身を政府、行政当局に実行させるのは、私たち、市民自身であること、その

具体的な行動の第 1歩が、 10月末の神戸市長選で、市民のための市長を選ぶ事なの
ではないでしょうか。→〔関連記事p8〕

植災者〇声が国連（ジュネー7)に届いたII
(I)  
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三宅島が噴火＇して 1年が経ちます。島の人たちは、当時1ヶ月ほどで帰島す

るつもりで、着の身着のまま、とりあえず身の回り品を持っての避難だったと

いいます。三宅島は過去に何回も噴火していますが、全島民約 3800人(1983

世帯）がこのように長期に避難したのは初めてのことです。

都内の空き校舎秋川高校で、教職員を含めて子ども達が、合宿生活を始める

報道を聞いた時、その耳を疑うほど驚いたことを思い出します。子ども達を含

め昼夜共に共同生活することの心身の疲労度を考えると長期は考えられなか

ったからです。状況は違っていても、阪神淡路大震災では学校が長期の避難所

になり、そのために多くの先生方が交代で避難所での宿泊と授業を余儀なくし

なければならなかった•••あの時の思いが蘇るようでした。そして、「被災地だ
より・絆 16号」で、秋川高校での約 1ヶ月経った共同生活の状況を伝えるこ

とができましたが、予想以上に深刻な事態になっていました。

避難して 1年、現在マスコミでもその区切りとしての避難生活と一時帰島

を前にした三宅島の方々の思いが報道されています。

丁度そんな 8月末に、直接三宅島の先生方と北海道の有珠山被災地の先

と、東京で交流する機会があり、現在の状況を聞くことができました。

その様子の一部をお伝えします。

三宅鳥敦職員〇方々との交流を過して

三宅島の先生方は、小学校3校、

中学校3校、そして高校 1校の計約

100名が、各担任と、専科担当、寮担
当などと役割を決めて、秋川高校で

の子ども達の学習•生活の両面の指
導に心を配っておられます。

しかし約 1年経った現在、子ども

達が次々親元、親戚に引取られ、秋

川高校に残っている子ども達は、男

女合わせて小学生20名ほど、中学生

40名弱、高校生も少なくなり、子ど

もの数が激減する中で、授業ができ

ない先生が出るなど影響がでている

ということです。

〔まとめ役、三宅島分会長 さ贔げ先生〕

基本的には、家庭が子ども達の支

えになるのが本来の姿で、教師は親

にはなりきれないだけに、家族の元

に帰れず残っている子どもたちに寄

せる思いが痛いほど伝わってきまし

た。残っている子ども達の家族、ま

た家族の元へ引取られた子ども達の

家庭も、都営住宅の空家等バラバラ

に入居しているのをはじめ、家庭の

事情によっては全国に散らばってい

るため、その連絡も大変な状況です。
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夏休みに地方に帰っている子どもの

家庭を訪問した先生もおられ、元気

な様子を確かめられてホッとされて了

いました。

三宅島固有の自営業の家庭が多い

ため、帰島の目処が立たない現在、

親にとって子どもを秋川高校での共

同生活に残すのもやむを得ない選択

のようです。

子ども達は少なくなった事もあっ

て、現在表面的には高学年が低学年

を支えるなど落ち着いているようで

す乃ゞ 、高校生など進学や就職先等、

将来に希望がつなげるような配慮が

必要で、特に一人一人きめ細かな

指導が求められるようです。

子どもの人数が減り、先行き不安

な現在、先生方自身が個人的な被災

状況を抱えながら、心身ともに厳し

い勤務にいつまで耐えられるか、長

引けば、それだけ深刻な事態になる

と話されていました。

9月 1日は創立記念日でお休み、 2
日の日曜日に夏休みを終えた子ども

達が秋川高校へ帰ってくるそうです。

3日2学期がスタートして、様子を見

ながらその後について対応すると話

されていました。

先生方は、「死者が出た阪神淡路大

震災のことを思えば…」と、私達神

戸の取り組みが、励みの一つになっ

ていることを話されたのが印象的で

した。

今後どのようにしていくのか、話されたことについての報告と、神戸へのメ

ッセージを次にお伝えします。

乏名そども訟森ー、一ヽ ヽ (~02) 
神戸や有疇山から学んだこ:~

•·~唸：

噴火災害で全島民が島外避難して

1年になります。最近は、ボランティ

アの方々が、駅前で募金活動をして

くださっても、足を止める人は少な

くなりました。忘れられていく寂し

三宅鳥前田真佐子先生

三宅島の子ども達は親子分離の寮

生活や、先の見えない不安の中で、

長期的なストレスを受けています。

子ども達にとって、災害が目に見

えていれば、避難生活は少々長くて

も納得ゆくものですが、寮の外の世

界は、全く普通の時間と生活が流れ

ています。災害が見えない長期の避
さを感じていたところ、 8月下旬に

神戸と有珠山の先生が東京に来てく
‘ 難生活は、生活の目標を見失いがち

ださり、交流会を持つことができま
になり、つらいものです。特に小さ

した。簡単ですが、そこで学んだこ
な子どもにとっては、それが理解で

とや三宅の現状をお知らせします。
きず、「親に見捨てられた」感を抱か

ないか心配です。

(3) 
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しかし、神戸や有珠山の先生方の

話を聞いて、次なるストレスが来る

ことを知りました。島に戻った時、

変わってしまった島や自宅の姿、個

人生活の復興格差は、子どもの心に

どう映るのでしょうか。そのために、

事前の心のケアが必要であることを

確認しました。
三宅島は、噴火を繰り返している

島です。 17年前の噴火で埋没した学

校は、しゃれた校舎へと建て変わり

ましたが、避難所としては配慮のな

いものでした。他の学校も同様で、

高齢者や障害を持つ弱者にとって、

安心して避難できる場ではありませ

んでした。教職員や役場職員、地域

住民のそれを補う努力を、単に美談

として片付けてはなりません。噴火

を繰り返す島だからこそなお、弱者

にやさしい安心で妥全な学校や公共

施設づくりが必要なのです。

澤との対話の大事さを語る北海道の佐茂先生〕

一三宅島避難住民アンケー t---.
①=2000年10月末調奎 ③＝今回調査
②=2001年2月末調査
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避難先は、各地へ分散しましたが、

避難直後は、各団地ごとに強い絆が

ありました。しかし、だんだんそれ

が薄れつつあり、コミュニティづく

りが困難になってきています。地域

がなくなった学校は、大きな教育力

を失いました。
最近のマス・コミで報道される内容

は、どれもが「仕事がない、貯金を

取り崩している，生活が苦しい」等、

生活苦ばかりが注目されています。

昨年、あんなにクローズアップさ

れた子ども達は、寮生活している子

どもの数が減ってきたためか、ほと

んど取り上げられなくなってきまし

た。
「親も頑張っているんだから、つら

くてもわがままは言えない。」と頑張

ってきた子ども達のストレス反応は、

小学生から中学生、そして今，高校生

に出てきています。健気に頑張る子

ども達を見ていて、どんな災害の時

でも、親子は絶対切り離してはいけ

ないということを強く訴えたいと思

います。
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木 8

＇
量
弓
』
1

火
山
活
動
が
続
三
蓋
諸
鵬
・
-
＝
宅
鵬
力
ら
分
散
遍

難
し
、
二
日
で
丸
一
年
を
迎
え
た
住
民
二
百
人
に
共
同

通
信
社
が
八
月
末
ま
で
に
行
っ
た
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト

で、

5
2
.
5％
が
「
収
入
が
足
り
な
い
」
と
答
え
た
。

も破産／仕事見つか年内に

調
査
は
今
回
が
一
＿
＿
回
目
。

八
月
二
十
―――
ー
ニ
十
六
日

に
、
成
人
の
男
性
九
十
七
人
、

女
性
百
三
人
か
ら
回
答
を
得

た
。避
難
生
活
の
た
め
の
収
入

は
「
や
や
足
り
な
い
」
が

32

％
、
「
非
常
に
足
リ
な
い
」

が
2
0
.
5彩
。
岡
回
答
と
も

三
回
を
通
じ
て
徐
々
に
増
え

た
。
合
計
は
昨
年
十
月
が
35

.
5彩
、
今
年
二
月
が
42.

5
形
だ
っ
た
。

今
回
「
十
分
足
り
て
い
る
」

「
ま
あ
ま
あ
足
り
て
い
る」

は
計
46彩
だ
っ
た
が
「
避
難

先
の
公
営
住
宅
の
家
賃
免
除

が
な
く
な
れ
ば
苦
し
い
」
と

い
f

つ
人
が
自
立
っ
た
。

生
活
資
金
を
ど
う
得
て
い

量
ニ
カ
月
祭
の
昨
年
十
月
末
の
調
査
か
ら
17四
、
今

年
二
月
末
か
ら
は

10a増
加
し
た
。
遷
●
生
活
に
つ
い

て
「
非
常
に
つ
ら
い
」
と
答
え
た
人
も
2
4
.
5彩
に
増

え
、
帰
島
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、
経
済
的
に
も
精
神

的
に
も
深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

る
か
（
複
数
回
答
）
で
は
云

貯
金
な
ど
資
産
を
取
リ
崩
し

て
」
が
53彩
に
上
リ
、
厳
し

い
や
リ
繰
り
が
『
つ
か
が
え

る。
避
難
生
活
を
「
非
常
に
つ

ら
い
」
と
し
た
人
は
、
過
去

二
回
の
1
5
.
5彩
か
ら
9
四

増
加
。
「
多
少
つ
ら
い
」
と

の
合
計
は
61形
で
、
前
回
の

二
月

(68形
）
並
だ
っ
た
。

棗
都
や
三
宅
村
な
ど
行

政
の
対
応
に
「
満
足
し
て
い

な
い
」
人
は

3
1
.
5彩
で
、

昨
年
十
月
の
2
1
.
5
%、
今

年
二
月
の
23彩
か
ら
増
加
傾

向
。．

d

自
由
回
答
で
は
「
出
口
の

な
い
ト
ン
ネ
ル
に
い
る
よ
う

だ
」
（
四
十
代
女
性
）
と
い

「つ
委
ゃ
、
「
島
に
戻
っ
て

か
ら
の
復
興
策
を
今
す
ぐ
に

一示
す
べ
き
だ
」
（
六
十
代
男

性
）
な
ど
行
政
へ
の
要
望
が

相
次
い
だ
9

・

火
山
活
動
終
息
策
の
帰
島

の
憲
思
は
、

7
7
.
5％
が
「
戻

る
一
と
し
、

1
8
.
5％
が

「そ

の
時
の
状
況
を
見
て
考
え

る
」
。
3
％
が
「
島
に
は
戻

ら
な
い
」
を
答
え
た
。

避
離
生
活
の
問
題
点
（
複

数
回
答
）
は
「
健
康
や
介
護

に
不
安
」
の

3
6
.
5％
が
最

も
多
く
、
「
住
宅
が
不
便
」

が
ね
％
だ
っ
だ
。

前
回
繹
査
で
63形
だ
っ
た

面
の
様
子
が
分
か
ら
な
い
」

は
2
6
.
5％
に
激
減
、
一
部

住
民
の
一
時
帰
島
（
七
月
）

な
ど
が
影
響
し
た
と
み
ら
れ

る。
本
気
で
生
活
支
援
を

広
井
脩
・
東
大
社
会
情
霰

研
究
所
教
授
（
災
害
社
会
学
）

の
話
都
会
で
の
長
い
避
雛

生
活
の
し
わ
寄
せ
で
、
じ
わ

じ
わ
と
各
世
帯
の
家
計
が
悪

化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
デ

ー
タ
だ
。
貯
金
の
取
り
廂
し

な
ど
も
半
数
以
上
に
わ
た
っ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
状

況
は
悪
く
な
る
一
方
だ
。
国

や
東
京
都
、
三
宅
村
は
本
気

4

ーで
住
民
の
生
活
支
援
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。
ま
だ
多
く

の
人
が
「
島
に
戻
る
」
と
表

、’ノ4
 
（
 

門
て
お
り
、
こ
こ
で
支
援

策
を
打
ち
出
さ
な
い
と
村
民

が
分
散
し
て
し
ま
う
。
行
政

対
応
へ
の
満
足
度
も
減
少
傾

向
に
あ
る
。
行
政
は
住
民
の

声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
。

「
非
常
に
つ
ら
い
」

24
.
ド易

(5) 
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連載

「神戸では大地震がない」迷信がなぜ広がったか

（科学を学ぶ市民の権利と理科教育）

大地のことを教えてこなかった理科教育

I ■ 

神戸市立飛松中学校黄本格

霙●的な欠騒書鑢＊した

篇学雷撞曝専顕

その意味で大震災は日本の理科教育に根

本的な反省を突きつけ、見直しを迫るもの

であった。では、 2002年から実施される新

学習指導要領ではどうなのだろうか。

残念ながらいっそう致命的な欠陥を拡大

したといわざるをえない。 1947年に初めて

の学習指導要領が出されて以来、今回で 5

回目の改訂であるが、小中学校での年間の

理科の授業時数の変遷を迫ってみると、小

中学校での理科の授業時数は 30年間に

40％も減り、それに伴って教える内容も大

幅に減っている。

’'総合的な学習‘‘を捻出するために科

学的自然観の形成に欠かせない重要な内容

が義務教育の理科から迫放されることにな

った。単純にいえば、小学校までに学習し

ていた内容がこれからは中学校までの内容

になる。

（第3/4回）
■■ ~......_:_ I ~ 

地学的な内容では、小学校低学年で行われ

ていた’'石あつめ”“砂と土”などの素朴な自

然体験がなくなり （表①）、中学校では降起

と沈降、しゅう曲などの地殻変動が高等学

校に移行され大地の学習の片翼を失うがた

ちになったことは重大である（表②）

自然科学を学ぶことは、それを通じて自

然への理解が深まり、世界が広がるとと

あり、ほんらい楽しいことである。ところ

が現実にはそれがただただむずかしいこと

になり、苦痛の強制になっている。理科離

れといわれる現象は、理科が受験の道具と

してだけ扱われ、具体的な自然を離れたバ

ラバラの知識としてだけ教えられてきたこ

とによる必然的な現象である。

-

氣四衛m酎員にみるヽl~校理科（地賓分野）の内容の変遷．

質澳

9

年を量地

き
積

は
）

ら

埴

方

宰

ご

な

且
讀
認
呼

三
方

m

.9
年
甜

3

5

年

祖

火

と
動
噴
の

水

紐

活

の

岩

紐

晦

め

江

疇

ね

苔

叫

t

と

山
山
成

つ

水

と

粘

粒

の

と

と

の

巴
硲
翌
旧
品
U

讀
5

堆
火
火
火
堆

旧

碑

瑶

ぽ

洋

丘

『二
t

t

『

1998年版

（生活科）

（生活科）
0 なくなった

なくなった
なくなった

•中学へ

(6) 珀亨

タイトル

あっかい

内容

1977年版

地かくとその変動

3年生で約三十数時間程度

閉の内試5
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今必要なことは科学を学ぶほんらいの楽

しさを取り戻すことである。そのためには

学ぶ内容や時間数を安易に減らすのではな

く、じっくり大切なことを学べる条件を整

えることが前提になるはずである。

“総合的な学習の時間’'は、教科のぽう

大な時間と内容の削減という犠牲の＇うえに

設定された、とすれば、この時間を無意味

な遊びや”ゴッコ’'のために使うのではなく、

学習指導要領のしばりのない自由で総合的

な教科学習の時間として充実させたいもの

である。

科零書零ぷ市艮〇帽利（と09)

大地震による被害はその土地の地形や地質

条件によって左右されることがわかった。

ところが特別な立場にないかぎり、市民は

自分が生活している土地の成り立ちなど、

ほとんど意識することはなかった。市民が

大震災で学んだことは、大地のことを科学

的に理解することは自分たちの命を守るこ

とにつながるということであった。

大地を科学的に認識し、科学的な自然観

を身につけることは、市民的な権利である。

この市民的な権利の基礎を保障するために、

小中学校での理科教育が果たすべき役割は

大きい。

(if) 

頑）学詈衛m渾出みる中学臼畔（地質分野）の内害の変遍
1989年版

大地の変化と蝿球

3年生で約二十数時間程度

1998年版

大爆の変化

1年生で約十数時間程度

l・地層と過去の様子
・地層のでき方．重なり方
・地層をつくる岩石．化石，過去
の藻墳と年代

2.火山と地震

洛葬房』□災荘•と詣喜
・地震の霊れの大きさ，伝わり方
・地震の厚因．地球内部の働き．
土地の変化

高校へ移行

・ーヽl＂やい v¥v 
＼ 

そのような立場で大地の学習を根本的に

見直し、組み立てなおすことは急務である。

理科の他の分野（物理、化学、生物）と大

地の学習が大きく異なる条件は、大地のも

つ地域性である。

地質や地形にはそれぞれの地域的な特殊

性がある。大地の学習では、一般的で抽象

的な扱いではなく、それぞれの地域の具体

的な地形や地質を教材として、その成り立

ちと生い立ちを学ぶことが期待されるのは

そのためである。大震災は、地域に根ざし、

地域の自然を学ぶ理科教育の重要性を、改

めてつきつけたといえるだろう。

太陽系の中では地球も地域であり、地球

上では日本も地域であり、日本の中の神戸

も一地域であると地域をとらえた地域学習

を構想することが大切だろう。

その学習には当然、震災や土砂災害の可

能性にふれた内容もふくまれることになる

が、そのねらいは科学的で豊かな自然観・

地球銀を育てるものであり、結果として数

十年というオーダーの長期的な見通しをも

った防災意識を育てるものである。

次回・・・科学を学ぶ市民の権利（その2)


